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【研究ノート】看護師のリーダーシップと情動知能に関する
研究の動向
古　澤　幸　江

金城学院大学大学院人間生活学研究科博士課程後期課程

Presence of Emotional Intelligence and Leadership Practices Among Nurses

Yukie Furuzawa
Graduate School of Human Ecology, Kinjo Gakuin University

　 The purpose of this study was to review the existing literature on leadership among nurses and 
emotional intelligence in order to look at the relationship between the two and define some of the 
challenges affecting the nursing field.  The literature review revealed that there is almost no Japanese 
research on the relationship between nurses and emotional intelligence.  On the other hand, there have 
been many studies outside of Japan on this topic since the year 2000; these suggest that charge nurses with 
high emotional intelligence demonstrate superior leadership skills.
　 In the future, methods of applying emotional intelligence assessments to the nursing field in Japan will 
need to be considered and put into practice at nurse worksites.
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要　約

　本研究の目的は，看護師のリーダーシップと情動知能の先行研究を文献検索することにより，看護師のリー
ダーシップと情動知能の関連性を検討し，看護領域における課題を明らかにすることである。文献レビューの
結果，次のことが明らかにされた。国内では，看護と情動知能に関する研究は，殆どみられなかった。国外で
は，2000年以降，このテーマに関して多くの研究が行われており，情動知能の高い看護管理者は優れたリーダー
シップを発揮することが示唆された。
　今後，国内の看護領域における情動知能の価値と応用方法を検討し，看護の現場で活用することが課題であ
る。

キーワード：emotional intelligence情動知能，leadershipリーダーシップ，Nurse看護師
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Ⅰ．問題と目的

　「病院における看護職員需給状況調査」（日本看護
協会，2014）によると，看護職員の離職率は2008
年から減少することなく推移し，2013年には11.0％
の離職率である。今後，加速する高齢化により介
護・福祉分野の需要が増加し，2025年に看護職は
200万人が必要と試算されている。しかし年間約10
万人が離職しているのが現状であり，看護師不足は
社会的な課題となっている。
　日隈（2013）によれば，看護師の離職理由は「上
司や同僚，医師との関係」といった上司との関係が
上位を占めている。またハラスメントを行う職員と
して「医師」の次に「管理職・所属長」が多い。ま
た労働政策研究・研修機構（2010）によると，医療・
福祉分野にメンタルヘルス不調者のいる割合が
76.6％と高く，原因として上司・部下のコミュニケー
ション不足（29.1％），上司が部下を育成する余裕
がない（5.6％）が上位を占めた。以上より，上司
としての看護管理者の行動が部下である看護師の離
職やメンタルヘルス不調に関与している可能性が示
唆される。
　中谷（1998）は，看護管理者の基本的能力として

「コミュニケーション能力」「リーダーシップ」「部
下への動機づけ」「部下育成能力」「自己革新能力」
など13項目を挙げている。しかし原田（2007）の
看護管理者のコミュニケーション能力の調査では

「あまりよくない17.0％」「よくない10.6％」「どち
らともいえない14.9％」であり，看護管理者の約半
数はコミュニケーション能力の不足を示唆する報告
であった。これらよりスタッフとのコミュニケー
ション能力や自己革新能力を発揮できる看護管理者
は多くないと推測される。従来の看護管理者は，組
織運営に重点をおいて行動しているため，自身の感
情や他者の感情を知り，行動できる人材が育ちにく
いという指摘もある。
　海外では，看護管理者のコミュニケーション能力
を考える上で，情動知能という概念が，有益である
との指摘が多数みられる。Goleman（2000）は，情
動知能を「自分自身および人間関係を効果的に管理
する能力」と定義しており，自分自身に対処する能

力【自己認識】・【自己管理】，人間関係に対処する
能力【社会的認識】・【人間関係の管理】の4つの基
本能力からなるとしている。さらにGoleman, 
Mckee & Boyatzis（2002）は，優れたリーダーの
特質を情動知能の高さに関連づけている。そこで本
研究では，看護管理者のリーダーシップと情動知能
の関連性に関する研究を概観し，研究動向および今
後の課題を明らかにする。

Ⅱ．方法

　国内外のWEB文献検索エンジン（医学中央雑誌，
CiNii Articles，PubMed，MEDLINE，PsycINFO
を含むCINAL with FULL Text）を使用し，「情動
知能（emotional intelligence）」，「リーダーシップ

（leadership）」，「看護師（nurse）」をキーワードと
し検索した。対象文献を著者，研究デザイン，目的，
研究結果について整理した。

Ⅲ．結果

1．国内の文献検索

　「情動知能」，「リーダーシップ」，「看護師」をキー
ワードとする検索を医学中央雑誌WEBで行ったと
ころ0件，CiNii Articlesでは2件検出された。検出
された論文のうち，梨本ら（2006）は，臨地実習が
情動学習の効果的な学習の機会であると考え，臨地
実習と学生の情動知能の関連を検討した。鈴木

（2007）は，情動知能を活用した内省が表現力の強
化に有効であることを指摘している。国内では，以
上のように看護師の情動知能を扱った研究はあるが
看護師のリーダーシップと情動知能に関する研究の
報告はみられなかった。

2．国外の文献数の推移

　PubMed，MEDLINE，PsycINFOを含むCINAL 
with FULL Text で「emotional intelligence」

「leadership」「nurse」をキーワードとする検索を
行い，1995年から2013年の間に刊行された学術文
献の推移をみた（図1参照）。1995年は心理学者の
Golemanが学校・家庭など社会生活における情動知
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能の重要性を提唱し，情動知能ブームを巻き起こし
たといわれている時期であるが，1995年から1999
年は，0件であった。それ以降は毎年数件，2010年
以降は6から10件みられた。

3．国外文献の内容

　国外の文献検索の結果，合計71件検出された。
これらの学術雑誌に掲載された22件の論文を表1に
示した。なお文献番号は年代順に整理した。以下に
研究デザイン別に研究内容を示す。
1） 情動知能と看護師リーダーシップに関連する質
的研究の内容

　 質 的 研 究 と し て は，6件 の 報 告 が あ っ た。
Cadman & Brewer（2001）は，情動知能は短期間
に育成することができないため，看護教育者は学生
募集の段階で情動知能を測定し，情動知能の高い学
生を入学させることが重要であると指摘している。
Akerjordet & Severinsson（2007a）は，精神専門
看護師の看護実践は情動知能に深く関係しており，

「患者との関係」は「苦しみの軽減が中心となるケ
ア関係」として理解されていることを明らかにした。
Morrison（2008）は，看護師は非常にストレスの
高い職場で働いているため，情動知能のコンピテン
シーを育成し，効果的に葛藤を処理する方法を学ぶ
ことが必要であると報告している。Feather（2009）
は，看護管理者が優れたリーダーになる上で情動知
能が果たす役割と，看護管理者の情動知能が看護ス
タッフの職務満足感に及ぼす影響に関する研究の必
要性を指摘した。Davies, Jenkins & Mabbett（2010）
は，訪問看護師はグレードや地位の違いにかかわら
ず，情動知能を自分の役割の本質的な部分であると

認識していることを明らかにした。Hutchinson & 
Hurley（2013）は，情動知能的リーダーシップが，
看護の職場環境におけるいじめ行動を緩和する手段
として可能性があることを示唆した。
　質的研究をまとめると以下のようになる。情動知
能は，短期間に育成されないため看護師を目指す看
護学生を募集する段階で情動知能を測定する必要が
ある。また看護師は，患者との対人関係が基礎とな
る職種であり，看護師自身も実践に情動知能が必要
であると認識している。看護師は，ストレスの高い
職種であるため，情動知能のコンピテンシーを開発
し，葛藤を処理する方法を学ぶことが必要である。
そして看護師自身が情動知能を備えたリーダーシッ
プを発揮することできれば，職場のいじめを緩和す
ることができる。
2） 情動知能と看護師リーダーシップに関する量的
研究の内容

　量的研究は，10件であった。テーマごとの件数
をみると，（1）看護管理者1件，（2）看護師全般3件，

（3）専門的な分野の看護師1件，（4）看護学生や医
学 生 関 連5件 で あ っ た。Codier, Kamikawa & 
Kooker（2011）によると，看護管理者は，ピアコー
チング介入が看護管理者の情動知能と一般的管理業
務を向上させる。Codier, Freel, Kamikawa & Morrison

（2011）は，看護師の情動知能には世代による差異
がみられないことを明らかにした。Gorgens & 
Brand（2012）は，情動知能の高さがバーンアウト
の低さと関連することを示し，情動知能を高めるこ
とがバーンアウトの抑制に役立つと報告した。
Codier, Freitas & Muneno（2013）は，患者ケアに
関する情動知能開発プログラムを実施したが，期待
される結果は得られなかったと報告した。Hurley

（2013）は，精神専門看護師のナラティブから生成
された概念において，情動知能が重要な位置を占め
ることを明らかにした。Montes-Berges & Augusto

（2007）は，看護学生の「情動の明快さ」と「情動
の回復」はソーシャルサポートを予測し，「情動の
回復」はメンタルヘルスの改善を予測することを示
唆した。Fernandez, Salamonson & Griffiths（2012）
によれば，自分自身の情動への高い水準の気づきと
理解が看護学生の学業成績にプラスの影響を与え

図1　CINAL with FULL Textの学術文献件数の検索結果
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の
記

述
統

計
を

明
ら

か
に

し
，

情
動

知
能

と
入

学
時

学
業

成
績

な
ど

の
得

点
と

の
相

関
を

検
討

す
る

記
述

統
計

的
分

析
か

ら
，

男
性

は
女

性
よ

り
情

動
知

能
得

点
が

高
く

，
ア

ジ
ア

系
学

生
は

白
人

系
学

生
よ

り
情

動
知

能
の

合
計

得
点

お
よ

び
下

位
尺

度
得

点
が

高
い

と
い

う
知

見
が

得
ら

れ
た

。
最

も
高

い
下

位
尺

度
得

点
は

「
情

動
理

解
」

で
あ

り
，

最
も

低
い

下
位

尺
度

得
点

は
「

情
動

認
識

」
で

あ
っ

た
。

10
fe
at
he

r（
20

09
）

質
的

研
究

看
護

リ
ー

ダ
ー

の
情

動
知

能
が

，
看

護
ス

タ
ッ

フ
の

職
務

満
足

感
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
研

究
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

考
察

す
る

看
護

管
理

者
が

優
れ

た
リ

ー
ダ

ー
に

な
る

上
で

情
動

知
能

が
果

た
す

役
割

と
，

看
護

ス
タ

ッ
フ

の
職

務
満

足
感

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

の
必

要
性

を
示

し
た

。

11
A
ke

rj
or

de
t 
&
 S

ev
er

in
ss

on
（

20
10

）
レ

ビ
ュ

ー
看

護
リ

ー
ダ

ー
に

関
係

す
る

情
動

知
能

の
学

問
的

な
発

展
段

階
と

評
価

に
つ

い
て

検
討

す
る

批
判

的
な

意
見

は
，

看
護

リ
ー

ダ
ー

に
お

け
る

情
動

知
能

の
予

測
妥

当
性

が
実

証
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
に

関
連

し
て

お
り

，
重

要
な

倫
理

的
課

題
も

未
解

決
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

12
A
ro

ra
, A

sh
ra

fia
n 

&
 D

av
is

（
20

10
）

レ
ビ

ュ
ー

大
学

院
学

校
教

育
認

定
評

議
会

の
内

容
を

通
じ

て
，

医
学

に
お

け
る

情
動

知
能

の
エ

ビ
デ

ン
ス

を
系

統
的

に
レ

ビ
ュ

ー
す

る
情

動
知

能
は

，
医

師
と

患
者

の
関

係
，

共
感

の
増

加
，

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

，
ス

ト
レ

ス
管

理
，

組
織

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

関
係

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

に
さ

れ
た

。
情

動
知

能
の

尺
度

は
，

現
代

の
医

学
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

追
及

し
て

い
る

多
様

な
能

力
と

関
連

し
て

い
る

。

13
D

a
v
ie

s,
 J

e
n
k
in

s 
&
 

M
ab

be
tt
（

20
10

）
質

的
研

究
グ

レ
ー

ド
の

異
な

る
5名

の
訪

問
看

護
師

を
対

象
と

し
て

，
情

動
知

能
に

対
す

る
認

識
と

経
験

を
，

質
的

研
究

に
よ

り
明

ら
か

に
す

る
訪

問
看

護
師

は
グ

レ
ー

ド
や

地
位

の
差

異
に

か
か

わ
ら

ず
，

情
動

知
能

を
自

分
の

役
割

の
本

質
的

な
部

分
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

た
。

看
護

師
は

，
情

動
知

能
は

比
較

的
新

し
い

概
念

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

，
各

看
護

師
は

在
宅

（
と

く
に

緩
和

ケ
ア

）
に

お
け

る
質

の
高

い
ケ

ア
の

本
質

に
関

わ
る

も
の

と
捉

え
て

い
た

。

14
Co

di
er

, F
re

el
, K

am
ik

aw
a 

&
 M

or
ris

on
（

20
11

）
量

的
研

究
看

護
師

の
年

代
に

よ
る

違
い

を
，

ケ
ア

の
本

質
的

な
能

力
と

み
な

さ
れ

る
情

動
知

能
か

ら
明

ら
か

に
す

る
19

46
―1

96
4年

生
ま

れ
，

19
65

―1
98

0生
ま

れ
，

19
80

年
以

降
生

ま
れ

の
3世

代
で

看
護

師
の

情
動

知
能

を
比

較
し

た
と

こ
ろ

，
年

代
間

の
差

異
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

情
動

知
能

の
下

位
尺

度
の

一
部

に
は

，
年

齢
と

の
間

に
有

意
な

正
の

相
関

が
認

め
ら

れ
る

も
の

も
あ

っ
た

。

15
C
od

ie
r,

 K
am

ik
aw

a 
&
 

K
oo

ke
r（

20
11

）
量

的
研

究
看

護
管

理
者

の
情

動
知

能
に

対
す

る
ピ

ア
コ

ー
チ

ン
グ

介
入

の
効

果
を

調
査

す
る

調
査

対
象

と
な

っ
た

参
加

者
す

べ
て

が
，

ピ
ア

コ
ー

チ
ン

グ
介

入
は

彼
ら

の
情

動
知

能
と

一
般

的
管

理
業

務
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

認
識

し
た

。

16
Go

rg
en

s 
&
 B

ra
nd

（
20

12
）

量
的

研
究

南
ア

フ
リ

カ
，

ウ
ェ

ス
タ

ン
ケ

ー
プ

州
の

看
護

師
を

対
象

と
し

，
情

動
知

能
と

職
務

ス
ト

レ
ス

と
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
間

の
相

互
関

係
，

ス
ト

レ
ス

と
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
関

係
に

対
す

る
情

動
知

能
の

調
整

効
果

，
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
の

病
棟

間
比

較
を

調
べ

る

情
動

知
能

の
高

さ
は

，
ス

ト
レ

ス
お

よ
び

バ
ー

ン
ア

ウ
ト

の
低

さ
と

関
連

し
て

い
た

。
ス

ト
レ

ス
と

バ
ー

ン
ア

ウ
ト

の
関

係
に

対
す

る
情

動
知

能
の

調
整

効
果

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

か
ら

，
慢

性
的

に
ス

ト
レ

ス
を

経
験

し
て

い
る

場
合

に
，

情
動

知
能

を
高

め
る

こ
と

が
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
の

抑
制

に
役

立
つ

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

17
Fe

rn
an

de
z, 

Sa
la
m
on

so
n 

&
 

Gr
iff

ith
s（

20
12

）
量

的
研

究
学

部
を

卒
業

し
て

進
学

し
た

看
護

学
生

の
1年

次
に

お
い

て
，

特
性

と
し

て
の

情
動

知
能

と
学

習
方

略
間

の
関

連
，

お
よ

び
そ

れ
ら

が
学

業
成

績
に

与
え

る
影

響
を

検
討

す
る

今
回

対
象

と
な

っ
た

看
護

学
生

で
は

，
学

習
ス

タ
イ

ル
に

加
え

て
，

自
分

自
身

の
情

動
へ

の
高

水
準

で
の

気
づ

き
と

理
解

が
，

学
業

成
績

に
プ

ラ
ス

の
影

響
を

与
え

た
。

こ
れ

ら
の

説
明

要
因

と
し

て
，

高
い

情
動

知
能

は
旺

盛
な

興
味

追
求

を
引

き
出

し
，

興
味

の
対

象
に

つ
い

て
よ

り
発

展
的

に
考

え
る

と
い

う
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

18
Ba

ll 
&
 L

isa
 S

he
rr

y（
20

13
）

量
的

研
究

学
部

卒
後

に
進

学
し

た
看

護
学

生
が

，
看

護
に

ど
の

よ
う

に
情

動
知

能
を

用
い

る
の

か
を

示
す

理
論

モ
デ

ル
を

生
成

す
る

「
人

間
を

ケ
ア

す
る

こ
と

」
は

基
本

的
な

社
会

プ
ロ

セ
ス

で
あ

り
，「

わ
か

る
と

い
う

こ
と

」「
ケ

ア
す

る
こ

と
」「

プ
ロ

と
し

て
の

看
護

師
の

ケ
ア

の
本

質
」「

他
者

の
気

持
ち

が
よ

り
良

く
な

る
よ

う
な

何
か

を
す

る
こ

と
」「

困
難

を
処

理
す

る
」

と
い

っ
た

，
相

互
に

結
び

つ
く

プ
ロ

セ
ス

か
ら

生
み

出
さ

れ
る

と
い

う
理

論
モ

デ
ル

が
生

成
さ

れ
た

。

19
H
ur

le
y（

20
13

）
量

的
研

究
心

理
療

法
に

た
ず

さ
わ

る
精

神
看

護
専

門
看

護
師

の
経

験
を

探
求

す
る

た
め

に
，

情
動

知
能

が
重

要
な

概
念

で
あ

る
こ

と
を

指
摘

す
る

調
査

対
象

の
ナ

ラ
テ

ィ
ブ

か
ら

生
成

さ
れ

た
概

念
は

情
動

知
能

の
概

念
と

強
く

協
応

す
る

も
の

で
あ

り
，

先
行

研
究

と
も

一
致

す
る

も
の

で
あ

っ
た

。
今

後
の

課
題

は
，

専
門

的
な

セ
ラ

ピ
ー

の
技

術
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
を

優
先

す
る

よ
り

は
，

情
動

知
能

を
開

発
す

る
こ

と
を

通
し

て
，

対
話

ベ
ー

ス
の

療
法

の
役

割
を

整
え

る
べ

き
で

あ
る

。

20
Co

lli
ns

（
20

13
）

量
的

研
究

麻
酔

専
門

看
護

師
を

め
ざ

す
学

生
の

3時
点

（
入

学
時

，
2年

時
，

最
終

学
年

）
に

お
い

て
，

情
動

知
能

と
学

業
要

因
（

GP
A
，

臨
床

実
習

成
績

，
国

家
試

験
得

点
）

と
の

関
係

を
横

断
的

相
関

研
究

に
よ

っ
て

検
討

す
る

重
回

帰
分

析
の

結
果

，
情

動
知

能
変

数
の

い
く

つ
か

は
，

国
家

試
験

得
点

を
予

測
す

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

GP
A

を
予

測
す

る
変

数
は

特
定

さ
れ

な
か

っ
た

。

21
Co

di
er

, F
re

ita
s 
&
 M

un
en

o
（

20
13

）
量

的
研

究
職

員
と

患
者

ケ
ア

に
対

す
る

情
動

知
能

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

可
能

性
と

重
要

性
を

探
求

す
る

自
己

と
他

者
に

お
け

る
情

動
を

特
定

す
る

能
力

は
，期

待
さ

れ
る

ほ
ど

頻
繁

で
は

な
か

っ
た

。
低

い
テ

ス
ト

反
応

割
合

が
，介

入
の

前
後

で
得

点
を

比
較

す
る

こ
と

を
妨

げ
た

。

22
H
ut

ch
in

so
n 

&
 H

ur
le

y
（

20
13

）
質

的
研

究
情

動
知

能
的

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

，
看

護
の

職
場

環
境

に
お

け
る

い
じ

め
行

動
を

緩
和

す
る

手
段

と
し

て
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

探
求

す
る

看
護

師
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

関
連

す
る

情
動

知
能

は
，

い
じ

め
行

動
を

緩
和

す
る

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
，

臨
床

看
護

師
と

看
護

管
理

者
の

間
に

は
，

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ス

タ
イ

ル
の

選
好

に
相

違
が

あ
り

，
情

動
知

能
は

内
容

的
妥

当
性

の
面

で
問

題
を

残
し

て
い

る
。
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る。Ball（2013）は，看護学生が看護に活用する情
動知能の理論モデルを生成した。Carr（2009）は，
医学生の情動知能得点を調査し，男性は女性より情
動知能得点が高いとことを示した。Colins（2013）は，
麻酔専門看護師を志願する学生の3時点（入学時，
2年時，最終学年）における情動知能と学業要因と
の関連を横断的に研究した結果，情動知能の一部が
国家試験得点を予測することを明らかにした。
　量的研究の内容をまとめると以下のようになる。
看護管理者の実践にピアコーチングを介入させるこ
とは，情動知能と一般管理業務の向上に有効であ
る。看護師の情動知能は，年代間の差異はみられな
いが，男女間の差異はみられ男性は女性より情動知
能得点が高い。また情動知能を高めることは，バー
ンアウトの抑制に役立つ。また，看護学生の情動の
回復は，メンタルヘルスの改善を予測し，情動の高
さと気づきの理解が学業成績にも影響する。そして
情動知能は，看護学生の看護に活用するモデルに活
用することができる。
3）情動知能に関するレビュー文献
　レビュー文献は6件であり，内容は（1）情動知
能とソーシャルネットワーク，（2）情動知能と感情
労働，（3）情動知能の経験と認識論的な視点，（4）
学際的チームの有効性，（5）看護リーダーに関連す
る情動知能，（6）医学における情動知能に関する内
容と多岐にわたっていた。Freshman & Rubino

（2004）は，看護師の情動知能スキルの発達を示す
ために，リーダーシップとマネジメントに，情動知
能を適用することを明らかにし，情動知能スキルと
ソーシャルネットワークを向上させるような訓練に
ついて考察した。McQueen（2004）は，情動知能
は人間関係を成功裏に形成する上で重要な役割を果
たすとし，また感情労働における情動知能の潜在的
な価値は重要であると結論している。Akerjordet 
& Severinsson（2007b）は，情動知能は自己認識，
他者認識，専門的効力感を包含するということにつ
いて，研究者の意見が一致していることを明らかに
した。McCallin & Bamford（2007）によれば，看
護管理者はチームの効果，患者ケアの質，スタッフ
の維持，職務満足感に影響する情動知能の役割を重
要 視 す べ き で あ る。Akerjordet & Severinsson

（2010）は，看護リーダーに関係する情動知能の学
問的な発展段階と評価について検討し，予測妥当性
が実証されていないことに加え，倫理的課題も未解
決であるとした。Arora, Ashrafian & Davis（2010）
は，情動知能が，医師と患者の関係，共感の増加，
チームワークとコミュニケーション能力，ストレス
管理，組織コミットメントとリーダーシップに関係
していることを明らかにした。
　レビュー研究の結果をまとめると以下のようにな
る。情動知能を高めることは，看護師の感情労働に
有効である。看護管理者は，チームの効果・患者ケ
アの質・スタッフの維持・職務満足感に影響する情
動知能の役割を理解しなければならない。また情動
知能は，医師と患者の関係・共感の増加・チームワー
クとコミュニケーション能力・ストレス管理・組織
コミットメントとリーダーシップに関係している。

Ⅳ．考察

　情動知能が看護の領域にもたらす影響として，管
理業務の向上に効果が期待される。文献検索の結果
から，国外においては1995年Golemanが情動知能
の重要性を研究し発表して以来，多くの件数が行わ
れていることがわかる。しかし国内は中堅看護師育
成の研修への活用と看護学生の情動知能を比較した
研究の2件であり，国内で看護リーダーの情動知能
を測定した研究は見当たらない。
　Goleman（2000）によれば，情動知能は何歳になっ
ても学習できる。しかし簡単に学習できるわけでは
ない。情動知能を高めるには，練習とコミットメン
トが必要である。努力すれば，それに値する結果が
得られるとあるように，幸いにも情動知能は学習で
きる。そこで情動知能へ着目し，情動知能が高く優
れた看護リーダーの育成の実現につながれば，
Hutchison（2013）が示唆しているように，現場の
いじめ行動の緩和につながる。またGorgens & 
Brand（2012）の報告にあるように，看護師のバー
ンアウトの抑制に役立つ。現場において要というべ
き存在の看護管理者が情動知能を伸ばすことは，人
材育成，職員のメンタルヘルスサポート，ワーク・
ライフ・バランスにおいて今後の看護領域において
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重要な変革をもたらすと考えられる。そのためには，
情動知能すなわち「自分自身および人間関係を効果
的に管理する能力」を備えた看護管理者を選ぶこと，
すでに看護管理者の地位にある者を効果的にリー
ダーシップが発揮できるように情動知能を伸ばすト
レーニングをする必要がある。それらの教育プログ
ラムの開発が望まれるが，まずは国内の看護管理者
に適用できる情動知能尺度の開発が必須となるであ
ろう。
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